
　６月１７日（土）に印岐志呂神社の第三回自然調査を行いました。

　今回は、前２回には、リストアップできなかった植物を拾い上げる調査を

　行いました。季節が進むと「春」とは違う植物相に変化している場所もあります。

　特に、カラタチバナの花が咲いていて、順調に成長していました。

　調査の一部を御覧ください。　　写真レポートは準備中

近江の鎮守の森自然調査 2017

「カラタチバナ」　希少種　　　　滋賀県レッドデータブック２０１５

駐車場で調査スケジュールの事前確認　　

前回の状況

今回の開花状況



植栽用途で広く普及しているが、自生は少ない

「ヤナギイノコズチ」　その他重要種　　　　滋賀県レッドデータブック２０１５

「コムラサキ」　要注目種　　　　滋賀県レッドデータブック２０１５

前回の状況

今回、順調に生育



　　　葉の形が「ママコノシリヌグイ」とよく似ている。花序の基部に丸い葉状の苞が目立つ。

「イシミカワ」　　　初めて見たので、個人的な理由で掲載


